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５月８日（日）、宮崎県総合運動公園（宮崎市）で第１０回宮崎県障がい者スポーツ
大会が開催されました。

雨が降る中での開会式でしたが、競技開始の時間には雨も上がり、約１，６００名
の方々が陸上競技やボウリング、フライングディスクなど９競技に参加し、日頃の練
習の成果を発揮されました。

メイン会場となった陸上競技場では、ソフトボール投げや走り幅跳び、１５００ｍ
走などの競技が行われ、観客から盛んに声援が送られていました。

西臼杵地区からは、団長の甲斐義人さん（高千穂町）、旗手の甲斐國夫さん（日之影
町）をはじめ、総勢６５名の申込みがあり、５メートル先にある直径９１．５センチ
メートルの輪の中にディスクを通すフライングディスクアキュラシーなどに参加され
ました。楽しくも有意義な一日でした。

第10回宮崎県障がい者スポーツ大会
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西臼杵地区防災対策会議

これから迎える梅雨や台風シーズンを前に、西臼杵支庁管
内の各防災機関の連携と危機管理体制の強化を図ることを目
的に、５月２４日に西臼杵支庁及び西臼杵３町の防災担当者
や、県と防災協定を締結している建設業協会ほか３協会の代
表者が出席して、西臼杵地区防災対策会議を開催しました。

会議では、大雨や大規模災害に備えて、各機関の異常気象
時の体制や情報連絡体制について確認しました。

また、平成１７年の台風１４号による災害時の現場の指揮
系統の不備や情報混乱などといった反省点とその対応策につ
いての討論や、幹線道路である国道２１８号線が道路災害で
通行不能になったという想定で、災害関連情報図を基に迂回
路の確認や看板設置が必要な箇所などについて活発な意見交
換が行われました。

今回の会議を終え、災害から県民の生命と財産を守るため
に、各機関と連携を図り、迅速かつ的確な災害対応に努めた
いと改めて感じました。

町道五ヶ村線（籾水崎～板屋間）開通！

高千穂町により平成８年度から１４年の歳月をかけ
て整備が進められてきた町道の１，４４０ｍ区間が、
この度完成し、５月１６日に広域農道との交差点部に
おいて神事が行われました。

この開通により、今まで離合困難であった道幅が広
くなり、交通の安全が確保されるとともに、異常気象
時の避難路として重要な役割を果たすことになります。

また、今回の区間が広域農道に連結されたことによ
り国道３２５号線を経由し、熊本との地域連携や農産
物の流通に大きく貢献するものです。

３町商工会第51回総会（総代会）

５月１６日に日之影町商工会第５１回通常総会、５月２０日に五ヶ瀬町商工会第５１回通常
総会、５月２４日高千穂町商工会第５１回通常総代会がそれぞれ開催されました。

この一年、低迷を続ける景気・雇用情勢の中、さらに追い打ちをかけるような口蹄疫の発生
により地域経済は大打撃を受け、最近では東日本大震災の影響も深刻です。

それでも、商工業振興、地域活性化のため、各種事業に取り組み、なんとか商店街に活気を
取り戻そうとする各商工会の意気込みを感じることができました。
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「 み や ざ き の 食 と 農 を 考 え る 県 民 会 議 」 総 会

５月２０日、「みやざきの食と農を考える県民会議」
総会が宮崎市のニューウェルシティ宮崎で開催されま
した。設立１０周年を迎えた本年度は、食育と地産地
消の一体化や、地域ごとの活動強化を柱とする事業計
画を承認しました。

また、「食と農の絆づくりコンクール」で昨年度優秀
賞を受賞したＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校の表彰や、一
昨年度に最優秀賞を受賞した五ヶ瀬町のＢａｃｋｓｔ
ａｙ（バックステイ） の活動事例報告がありました。

［写真］左からＢａｃｋｓｔａｙの吉村優さん、松本陽介さん、
河野知事、五ヶ瀬自然学校代表の杉田英治さん、迫村和亮さんです。

祝 ！ 宮 崎 日 日 新 聞 農 業 技 術 賞 受 賞 Ｊ Ａ ホ オ ズ キ 部 会

JA高千穂地区花き園芸振興会ホ
オズキ部会が「第53回宮崎日日新
聞農業技術賞」を受賞し、４月２
７日に受賞祝賀会が開催されまし
た。

今回の受賞は、産地の拡大・発
展への努力、ホオズキまつりの開
催や花育などの活発な組織活動が
評価されたものです。

ホオズキ部会は、平成２２年現
在、部会員数３６戸、栽培面積約
１９２aで、平成１９年の部会発足
後面積・単価を伸ばし、販売金額
が3,000万円を超えるまでになり
ました。

今回の祝賀会では栽培当初の苦労話や今後の目標など幅広い話がなされ、２３年度産に向け
て思いを新たにしました。

釜炒り茶体験ツアー

釜炒り茶の良さを知ってもらうため、４月２９日に高千穂地区茶業振興会、JA高千穂地区、
宮崎経済連の共催により釜炒り茶体験ツアーが開催されました。

県内の消費者４５名が高千穂町向山にある新緑輝く茶畑に集まり、茶摘みや手炒りの体験、
昼食ではバーベキューを囲んで茶生産者との交流が行われました。参加者のみなさんは、茶摘
みから茶になるまでの工程を実際に体験され、感激の様子でした。

また、生産者のみなさんも、釜炒り茶の魅力を伝える機会となり、双方に満足できるイベン
トとなりました。
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【お知らせ】
「青年の主張」西臼杵地区作文募集

平成２３年度宮崎県「青年の主張」の作文
を、次のとおり募集しています。

応募作文の中から「青少年の主張」県大会
（８月２３日宮崎市で開催予定）の出場作品
１点を選出します。
皆様のご応募をお待ちしています。

①対 象 者：15歳(中学卒業)以上30歳未満の
青年

②内 容：社会に向けての意見、未来への
希望や提案等

③応募方法：400字詰め原稿用紙３枚～４枚
程度（５分以内で発表できるもの）

④締め切り：平成２３年７月８日（金）
⑤提 出 先：西臼杵支庁福祉課

詳しくは、西臼杵支庁福祉課
（TEL 0982-72-2193 担当：押方）

までお尋ねください。

西 臼 杵 支 庁 新 任 職 員 研 修 会
４月から３４名の職員（うち４名は新規採用職員）が西臼杵支庁に配属されました。
西臼杵支庁は、県下唯一の総合出先機関として、支庁長のリーダーシップのもと、各課

が横の連携を保ちながら、それぞれの業務を推進しています。
この研修は、新任の職員に支庁業務の全体像をつかんでもらい、

さらにそれを自らの業務に生かしてもらおうという意図で毎年行わ
れています。各課長からの業務概要説明と、業務に関連する施設や
現場の見学が行われましたが、現場の見学では、みんな「ホォー」
と歓声を上げたり、ジィーと見入ったり、興味津々の様子でした。

私たち新任職員、これから頑張って参ります！

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課

TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760
URLhttp://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

編集後記

しばらくずーっと雨が降らなくて、農業への
影響が心配だったのですが、この編集後記を書
いている今は、ようやく雨がちの天気が続き、
例年より早く梅雨入りしました。

おまけに台風まで発生して、どのような進路
をたどるのか、宮崎に被害が出ないか、とくに
台風による大きな被害がここ数年出ていないの
で、そろそろ大きな災害になりはしないかなど、
またしても心配です。

緊急時の連絡体制など、常在危機の心構えで
いなければと思う今日この頃です。（眞）

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望など

ありましたら下記までご連絡ください。

東 日 本 大 震 災 義 援 金 の 寄 付 贈 呈
５月２４日、東日本大震災義援金の寄付贈呈

が、高千穂地区建設業協会よりありました。
協会加盟各社から募金を募り、県へ寄付贈呈

していただくこととなったものです。
寄付贈呈いただいた義援金は、県が実施する

各種支援事業
の財源に充て
るために創設
することとし
ている支援基
金に積み立て
させていただ
きます。

高千穂峡観光安全祈願祭
４月２６

日、高千穂
峡で観光安
全祈願祭が
行われまし
た。

高千穂峡を訪れた観光客のみなさ
んが、楽しい思い出とともにまた訪
れていただくために、事故などがな
いよう安全であることは、欠かすこ
とのできない大前提です。

この祈願祭を契機に、関係者一同
が気を引き締め直しました。


